（様式21）
（海外特別研究員事業）
平成　　年　　月　　日

独立行政法人 日本学術振興会 理事長　殿

採 用 年 度
受 付 番 号
氏       名　

資格変更届
1.　変更後の資格について（ア又はイで該当するものに○を付け，必要事項を記入してください）
ア．以下のとおり，我が国の大学等学術研究機関，国立試験研究機関等の常勤職に就職し，引き続き海外特別研究員として派遣されることについて，所属機関の承認を得られましたので，資格(Ⅰ)に変更いたします。
・就職年月日：
平成　　　　年　　　　月　　　　日
・所属機関名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・所属部署・職名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	上記のとおり願い出がありましたのでよろしくお取り計らい願います。

　　　平成　　　年　　　月　　　日

　　　研究機関長・職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職印　



イ．以下のとおり，我が国の大学等学術研究機関，国立試験研究機関等の常勤職を退職しましたが，博士の学位を取得（単位修得の上退学）していますので，資格(Ⅱ)に変更いたします。
・退職年月日：
平成　　　　年　　　　月　　　　日
・前所属機関名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・前所属部署・職名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・学位取得年月日：
平成　　　　年　　　　月　　　　日
（単位修得退学年月日）
2.　研究課題名（和文）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3.　用務地（派遣先国名）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）
4.　派遣期間：　平成　　　年　　　月　　　日　～　平成　　　年　　　月　　　日（　　　日間）
（注）
①海外特別研究員本人の氏名欄は，自署の場合は押印を省略できますが，ワープロ等で記入した場合は必ず押印してください。
②研究機関長は，大学の場合は原則として学長です。

③「イ．」に該当する場合（資格(Ⅰ)から資格(Ⅱ)への変更）は，学位取得証明書を添付してください。
④我が国の人文学又は社会科学の分野の大学院博士課程に標準修業年限以上在学し，所定の単位を修得の上退学した者は，「標準修業年限以上在学し，所定の単位を修得の上退学したことを証明する書類」を添付してください。

⑤用務地および国名については，派遣先受入機関の所在都市名および国名を記入してください。


















